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１．研究目的 
 本研究は、数学史上の原典をそれが書かれた時

代の文脈において解釈するという活動を中心とし

た教材を開発し、それが生徒の数学観の変容に及

ぼす効果を検証するものである。その活動を通じ

て、生徒が現代の自分たちの数学の位置付けを再

定義し、数学を学ぶことの新しい価値を見出すこ

とができるかという観点で教材を開発し、授業実

践を通してその成果について検証する。 
２．教材開発・授業実践 

 原典としてフェルマの「平面及び立体の軌跡論

入門 1」を取り上げ、それを当時の状況を合わせ

て解釈し、方程式を図形に表現するフェルマの考

え方を体験することを指導目標として教材を開発

した。同書は座標幾何学の幕開けと位置付けられ

ている書物のひとつである。教材化においては「歴

史的テキストを、単に数学として考えるのではな

く、それを記した他者の身になって考えてみる」

ことが「自らの営みを客観的に観察し直す視野」

を提供するとする礒田・土田(2001)2の視点を採用

した。授業実践においては、原典をその時代の状

況において、またそれを記した人間の身になって

味わう活動を生徒一人ひとりが円滑に行えるよう

に、生徒の自由な解釈を妨げないこと、原典に記

されていない現代的な言葉の使用を回避すること

に留意した。公立高校 2年生（2クラス 85名）の
生徒を対象に各 2時間の授業を行い、授業前後の
アンケートにより生徒の数学や数学することに対

する意識を調査した。 

 フェルマは 2つの未知量をある一定の角をなす
2つの線分の長さに表現することで、2次以下の 2
つの未知量を含む方程式が直線または円錐曲線に

一般的に表現できることを示した。授業ではその

うちDA=BE（Aと Eを 2つの未知量とする）の
形のものが直線を描くこと、AE=Z2の形のものが

双曲線を描くことについてのフェルマの考えを解

釈することを生徒の主な活動とした。フェルマの

時代の数学において彼の営みをより豊かに解釈す

るために、フェルマ以外の原典として、当時議論

が盛んに行われこの軌跡論に密接な関わりを持つ

アポロニウスの「円錐曲線論」を用いた。 
３．研究のまとめ 
 当時の状況においては幾何的な厳密性が求めら

れたということから発生した異文化体験や、フェ

ルマの考えが当時の数学において新しい発見であ

るという認識から、多くの生徒が方程式を図形に

表現する彼の手法のよさを感じ、現代の自分の数

学を振り返っていた。また、当時の新しい発見が

現代の自分の数学の中に息づいていることを実感

し、天才たちだけが数学ができ、またするべきだ

という数学観から脱却したり、数学を創造的なも

のとして捉えなおしたりしている生徒もいた。こ

のように、生徒は原典をそれが書かれた時代の文

脈において解釈することを通じて、現代の自分た

ちの数学や数学することに対する態度を振り返り、

既存の数学観からの脱却に成功したと考えられる。

このことは「数学的な見方や考え方のよさを認識

し、それらを積極的に活用する態度を育てる」と

いう高等学校数学科の大きな目標の一つを担い得

るのではないかと指摘する。 
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